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【学校の教育目標】 

課題に“気づき” 

解決を目指し “考え” 

未来を拓くために“実行する”生徒の育成 

 
 

 

 

 

 梅雨特有の蒸し暑さが続いています。学校では，期末テストまであと１週間となりました。い

よいよ今年度の１学期も大詰めを迎えています。 

期末テストを来週に控えた今，自分自身の「学習への参加意欲」について考えてみましょう。 

３年生は今週、近隣の高校を迎えての「高校説明会」を開きます。それぞれの進路への目標が

次第に見えてきていますか？ １・２年生は「文武両道」を目指して，日々充実した学校生活を

送っていますか？  

先生たちも，生徒たちに寄り添って「ともにつくる授業」を日々追求しています。下の写真の

ように，授業中は生徒一人ひとりの「やる気」が感じられます。「やる気」は「めあて＝目的」を

しっかりと意識することから芽生えてきます。 

学習することの「目的」と「やる気」を持った生徒と先生でつくる授業を，さらに積み重ねて

ほしいと思っています。 

（写真：授業風景，学習リーダーによる進行，ペアでの活動，タブレット端末で解答の確認） 

５月２７日（月）第１回学校運営協議会を開きました。学校運営協議会は学校運営の方向性を地

域・保護者の方々と確認しながら進めていく組織で，今年度，大幡小学校と合同で発足しました。 

学校の取組を補い，地域の方々と協働することで，児童生徒の健全育成を目指していきます。 

（写真：当日の協議会風景，協議会の主旨説明・各学校長より学校運営方針の説明と承認） 


